
 
 
１．学習の到達目標 
 工業の各分野（デザイン）に関する基礎的な技術を実際の作業を通して総合的に習得さ

せ、技術革新に主体的に対応できる能力と態度を育てることをねらいとしています。そこ

で本科の１年次では、基礎デザインの実習を行うものとし、それに必要な用具や道具の正

しい使い方を習得し、さらに必要不可欠な色彩や構成の学習を加えた基礎構成などのビジ

ュアルデザイン実習とします。 

 
２．学習の評価 
評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 
評価の規準 課題の趣旨に関

心を持ち、早く丁

寧な作業ができ

るように意欲的

に取り組むこと

ができる。 

課題の提示から

提出まで制作過

程を計画的な判

断のもと取り組

み、表現すること

ができる。 

道具の正しい使

い方を理解し、目

的に合わせて適

切な技能を身に

着けることがで

きる。 

課題の条件を正確

に理解して制作

し、合評会おいて

学習した知識を生

かすことができ

る。 
 
評価の方法 

 
出席状況、授業態度、学習の取り組み状況、課題などの提出物の状況、公募

作品の出品状況やその実績などを総合的に判断して評価します。 
 

 
３．教科からのメッセージ 
デザインと聞くと一般的には、ポスターや色彩パターンをあげる人が多いと思います。実

習（１年）では、デザイナーの卵としてプロ御用達の発色の良いポスターカラーなどの用

具や、面相筆や烏口などの道具を正しく使用して表現できるように学習します。それらの

技術の習得に始まり、理想の表現に必要な色彩や構成の基礎知識を習得します。また、デ

ザインは、ある情報をより多くの人に正しく理解してもらえるように表現できなくてはな

りません。そのために必要な基礎知識も学習していきます。 

 
 
 
 

教科 科目 単位数 学年 学科 区分 使用教科書 

工業 実 習 ４ １ デザイン 必修 
情報デザイン 
実教出版 



１年 実習 年間指導計画表  
単位数（４単位） 教科書：情報デザイン（実教出版） 

目  

標 
デザインを学ぶ上で避けては通れない基本的技術と知識を身につける。また演習作品

の制作を通して構成力や色彩感覚を身につける。 
月 大 項 目 中  項  目 時数 
４ 
５ 

構成１ 
合評会 

ストライプ練習 ２０ 

６ 
７    

 

構成２ 
合評会 

同心円とストライプを使った構成 ２０ 

９ 
 
10 

構成３ 
     合評会 

立体感のある構成（立体・空間表現） 
（紙と角柱による構成） 

２０ 

10 
 
11 

構成４ 
     合評会 

パターンデザイン構成 ２０ 

12 構成５ 
     合評会 

ポスターの制作（B２） 
（九州山口陶磁展のポスター制作） 

３０ 

１ 
２ 

構成６ 
進級課題   合評会 

ポスターの制作２（B３） 
（個展のためのポスター制作） 

３０ 

 
 
 


